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争の賠債金の一部を使用 して,官営の    :
(え」11に つくら■tた製献工場の名)             |

蟻軽工業に1とべて菫ェ業は未発達。鹸来からの輸入 :

にたよる。

楽方
急激に発展。      「

轟轟製品の輸入轟から轟轟経轟義uる .
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口嶺本tム の環晨ヽ不t tt F・n葱

① たア堪百年喘、進 t｀ ハヵ＼ 住 社 ・隻 舞́。合ムムた、つ 句角乗11を・ ^

粂■力 tt邑て

C)金な毒尋イャヘ,畷 生し六沐坊本呉 1ミ カろく法ムの角と
① 短ムムのす柔業イ好止ヒ複婆尾ボリ督tフ支海1.言年えた土セ元の

象義候 議 員の発t ■人で代宅t質 ひ、。
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|力に皇系を軸轟むせ撫豊を得た。

人の 七十ェ で この 回


